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地域安全科学部門災害医療分野

腎不全医療における他県，地域との連携体制構築

成田一術

１．はじめに

東日本大震災に引き続く福島第一原子力発電所の事故により，福島県いわき市の5㈹名以上の透析患
者の腎不全医療が壊滅し，彼らの生命が危機に瀕した．私共は新潟県と協力して150名以上の血液透析
患者を受け入れ，県内の関連施設において彼らの透析医療を提供したこの際に，広域災害における腎
不全医療特有の問題点が明らかになった．また同時に，県や地域を越えた協力体制の構築が普段から必
要であることが，改めて認識された．
現在新潟県内には4500名以上の血液透析患者が存在する．腎不全医療は電力と豊富な水が前提となる
ため，災害に対して非常に脆弱な医療である．中越大震災，および中越沖大震災においては，私共は県
内の地域間での協力体制で乗り切ることができたため，今までは県を超えた医療の協力体制の必要性を
充分に認識していなかった．したがって，連携体制やマニュアルはなく，この度の医療提供においては，
手探りの部分も多かった．
しかし，本県に大災害が生じた場合には災害の規模や内容に応じて，これらの患者の搬送と透析が必

要となるばかりでなく，住居や食料の提供も迅速に用意される必要がある．この経験を活かし，私共は
行政単位を超えた腎不全医療の災害時協力体制の構築を目指し，本研究を開始した．

2．調査の方法

新潟県内の透析施設へのアンケート調査により，災害時の医療提供能力（物資，スタッフ）と，緊急
時の連絡方法（携帯電話，メールアドレス，災害時優先電話など）を全ての施設について把握した．
新潟県や，関東都県との協力体制について，行政を通じた申し入れを行う．透析医療の他県代表者と
の打ち合わせを行う．

２．１調査位置

新潟県全県51カ所の透析施設

２．２調査期間

平成23年４月１日～現在も継続中

3．調査結果

新潟県内51全ての透析施設の緊急時および平時の連絡先を把握した．
災害時の透析医療提供能力については，災害の規模や内容により異なるが，概ね最大7㈹名と考えら

れた．
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行政を通じた関東都県との協力体制構築については現在進行中である．

４．まとめ

関連する透析施設のネットワークを構築した．関東都県と新潟県との連携体制を構築するための打ち
合わせを今後行う必要がある．
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